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１ 趣旨 

  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２６

条の規定に基づき、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の

状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会

に提出するとともに、公表しなければならないこととされています。 

  柳井市教育委員会では、法の規定に則り、効果的な教育行政の推進に資するとと

もに、市民への説明責任を果たすため、令和２年度の教育委員会の取組の執行状況

について、教育に関し学識経験を有する者の知見も踏まえた上で、点検及び評価を

行いました。その結果をまとめましたので、報告します。 

 

 

２ 点検及び評価の実施について 

（１）評価の対象とした取組 

   柳井市は、平成２７年１１月に「柳井市教育大綱・柳井市教育振興基本計画」

（計画期間：平成２８年度～令和２年度）を策定し、教育目標を「愛・夢・志を

はぐくむ教育」と定め、サブタイトルを「スクール・コミュニティによる教育の

まちづくりの推進」としました。 

計画では、学校を中心に様々な年齢層の市民が交流を深め、新たな絆を生み出

し、学校、家庭、地域が一体となった人づくり・まちづくりを推進することによ

って、教育目標の達成を目指すこととしています。 

評価の対象とした取組は、この計画に基づき、令和２年度に教育委員会が実施

した事務事業のうち、「令和２年度柳井市の教育計画」に掲げた主要な取組としま

した。そして、これらを「柳井市教育振興基本計画」に定める具体的施策ごとに

分類して、点検及び評価を行いました。 

 

（２）評価の方法 

   取組の内容、実績と成果、経費の執行状況、課題などを内容とする「取組の点

検・評価票」を作成し、下記の評価基準に基づき、教育委員会事務局が内部評価

を行うとともに、評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する者

として教育委員会が委嘱した３人の委員による外部評価を実施しました。 

 （評価基準） 

  Ａ：目的に向け、順調に取組を達成できた。 

  Ｂ：取組における改善事項はあるものの、概ね（８割程度）目的を達成できた。 

  Ｃ：目的の一部（５割程度）を達成できたが、取組の改善が必要である。 

  Ｄ：目的の一部（２割程度以下）しか達成できず、取組の抜本的な改善が必要で

ある。 

  ―：評価対象年度（令和２年度）に一時的に事業が実施できなかったもの、事業

が始まっていないもの及び事業が完了したもので、評価できないもの 
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    令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受け、事業の中止又は縮小等

により計画通り実施できない事業が複数発生しました。こうした事業は、上記の

評価基準により評価を行うため、必然的に評価が下がる仕組みになっています。

このことから、評価に新型コロナウイルス感染症の影響があった事業を明らかに

するため、評価値の前に※印をつけています。 

（※Ａ、※Ｂ、※Ｃ、※Ｄ） 
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３ 点検及び評価の結果について 

（１）事務事業の評価結果（全体） 

評価対

象年度 

業務数 業務評価  ※新型コロナウイルス感染症の影響あり 

構成比（％） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ― ※Ａ ※Ｂ ※Ｃ ※Ｄ 

令和２

年度 

102 21 42 6 0 4 0 4 17 8 

構成比（％） 20.6 41.2 5.9 0 3.9 0 3.9 16.7 7.8 

 

 

（２）事務事業の評価結果（教育委員会箇所別） 

担当課 業務数 業務評価  ※新型コロナウイルス感染症の影響あり 

構成比（％） Ａ Ｂ Ｃ Ｄ ― ※Ａ ※Ｂ ※Ｃ ※Ｄ 

教育総務

課 

8 3 2 3       

構成比（％） 37.5 25.0 37.5       
学校教育

課 

52 14 25   1  4 8  

構成比（％） 26.9 48.1   1.9  7.7 15.4  
生涯学
習・スポ
ーツ推進
課 

27 2 10   1   6 8 

構成比（％） 7.4 37.0   3.7   22.2 29.6 

人権教育

室 

2 1 1        

構成比（％） 50.0 50.0        
文化財室 5 1  1  1   2  

構成比（％） 20.0  20.0  20.0   40.0  
図書館 4  2 1  1     

構成比（％）  50.0 25.0  25.0     
サンビー

ムやない 

3  2 1       

構成比（％）  66.7 33.3       
学校給食

センター 

1        1  

構成比        100  

 

総計 

102 21 42 6 0 4 0 4 17 8 

構成比（％） 20.6 41.2 5.9 0 3.9 0 3.9 16.7 7.8 

 

 

（３）個別の点検・評価の結果について 

   別紙のとおり 
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４ 学識経験者の知見について 

（１）点検及び評価全般について 

 ・令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止又は延期になった

事業もあったが、コロナ禍の中でも、予想以上に色々な取組がなされおり、事業

の実施に向けて、相当な努力がなされているものと推察される。 

 ・新型コロナウイルス感染症の影響により、事業の中止等の措置はやむを得なかっ

たと思うが、中止等になった場合の評価については、これまでの状況と違うので、

評価の仕方に工夫が必要である。  

 ・新型コロナウイルスワクチン接種が進められ、少しは落ち着くかもしれないが、

まだまだ、これから先も見通せない状況である。コロナ禍の中で、より充実を図

っていくことや、コロナ禍だからこそ進めていくこともあると思うので、積極的

に取り組んでいただきたい。 

 ・柳井市教育振興基本計画（２期）のアンケート結果において、いじめ防止、不登

校への対応については、満足度が低い傾向となっている。すぐに対応できるもの

ではないが、不登校は増加しており、より一層課題解決のための取組を強化して

欲しい。 

 ・芸術・文化の振興は、柳井市教育振興基本計画（２期）のアンケート結果におい

て、満足度及び重要度のどちらも低くなっているので、もう少し、力を入れてい

ただきたい。 

 ・教育委員会の取組や対応を見ると、丁寧・迅速で、熱意が感じられ、有難いと思

う。併せて、事業効果についても確認をお願いしたい。 

 ・スクール・コミュニティセンターは、情報センター機能の役割を持っているので、

学校や地域の方が、何を必要としているのか、何を強化すべきなのかを考慮し、

柳井市のスクール・コミュニティの充実に向けて取り組んでほしい。 

 ・取組の点検・評価票について、前年度の経費と評価が記載されて、評価しやすい

よう改善されている。 

 

（２）取組ごとの知見 

【自分を愛し、人を愛し郷土を愛する教育の推進】 

 １ 従来の人権教育については、女性、子ども、高齢者、障がい者などの項目であ

ったが、最近ではインターネットによる人権侵害や、新型コロナウイルス感染症

感染者に対しての偏見、差別などが問題となっている。新しい課題も出てきてお

り、人権は非常に大事なことなので、幅広く人権課題に取り組むよう努めていた

だきたい。 

 ４ しらかべ学遊館の社会教育指導員の業務は、家庭教育や、青少年の健全育成、

子ども会等の充実を図ることを目的にしていることから、教職経験者も含めて、

今後も、広く目を向けられ、経験豊かな人材を確保するとよいのではないかと思

う。 
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   図書館は、毎月テーマが決められ、本の展示がなされており、とても分かりや

すくなっている。大活字本は 1 階に移動されており、高齢者にとって利用しやす

くなっている。司書は親切で対応も良く、図書館に行きたくなるような雰囲気作

りがなされており、評価を上げても良いと思う。 

 ７ 公民館運営審議会は、地域のニーズに合わせた公民館の充実を図るために開催

している。計画段階での１回目と、反省と見直しを図るための２回目が必要だと

思うので、運営審議会を年２回に増やすと良いと思う。 

 ８ 現在の青少年の課題は、人間関係づくりや、ひきこもり、不登校、ニート、イ

ンターネットの不適切な使用などの多岐に渡っている。青少年の健全育成のため

には、街頭補導の在り方を見直す時期に来ているのではないだろうか。 

 ９ 中・高校生徒指導連絡協議会へは、情報収集を目的にオブザーバー参加してい

るが、市教委と学校との連携を充実していくためにも、開催回数を増やす働きか

けをしてはどうだろうか。 

 11 サンビームやないで実施している「スタインウェイを弾く会」については、面

白い企画であるので、ＰＲをしっかりされると良いと思う。 

 21 ゲストティーチャーによる授業は、どの学校でも実施され、良い仕組みとなっ

ている。ティーム・ティーチングによる指導なので、担任が主に指導していく中

で、ゲストティーチャーが関わる場を適切に計画すると、更に効果が上がると思

う。 

 

【夢をはぐくむスクール・コミュニティづくりの推進】 

 22 柳井市スクール・コミュニティ総合コーディネーターが、各学校の学校運営協

議会に参加し、支援している。今後は、運営協議会長や学校長と改善方法を一緒

に考えていくことに力を入れれば、更に学校運営協議会は良い方向になると思う。 

 23 市内小中学校のコミュニティ・スクール運営推進書の内容は、非常に良くでき

ている。今後、学校運営協議会の中で、学校、家庭、地域が協議し、一緒に作り

上げていくと、目標の達成に近づくのではないだろうか。 

 24 学校運営協議会の議事録を作成し、教職員にも議事録を開示し、情報の共有化

を図っている学校がある。また、地域の方の意見を参考にし、授業の改善を図り、

そのことを次の学校運営協議会で発表する学校もある。このことは、運営委員の

励みにもなり、教職員の意識を高めることにも繋がり、良くなっていると感じら

れる。 

 25 地域住民と学校との交流を図るコミュニティ・ルームについては、地域によっ

て活用は様々である。新型コロナウイルス感染症の影響により十分な活動ができ

ていない面もあるが、地域住民が主体となって、色々なことをやろうとする意識

を醸成し、スクール・コミュニティに繋げてほしい。 

 28 学校応援団登録者の新規登録は、前年度より１３５人の増加となっており、良

い傾向となっている。一方、高齢等の事由で、辞退を希望される方もいるので、
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登録者名簿の管理も必要だと思う。 

学校応援団の前身である学校支援ボランティアは、人材バンク的な要素があり、

特別な技能を持たれた人も登録されていた。こういった方々は、学校からのニー

ズは少ないかもしれないが、地域連携コーディネーターの仲介によって、全登録

者が年に１回は、学校と関われる仕組みづくりが必要だと思う。 

   各学校に学校応援団が組織され、学校の支援ニーズに対し、皆で協議しながら、

一緒に取り組んでいるので、学校と地域との連携は、これまで以上に進んでいる

ように感じる。 

 40 放課後子ども教室については、これまで学習支援のボランティアが頑張ってい

たが、現在は新型コロナの影響で、今までと同じ取組が難しく、児童生徒の学習

習慣や基礎学習の定着の面で気にかかる。コロナ禍を考慮した評価の在り方につ

いて、検討が必要だと思う。 

   また、学校とボランティアが共通理解し、内容の充実と質の向上を図っていく

必要があると思う。 

 

 【志を実現させるための力の育成】 

 41 ジュニア数学オリンピックは、参加者が少なく、先生方の負担も大きいことか

ら、中止等を検討する時期にきていると思う。 

 42 家庭学習の大切さに焦点を当てた「学びのサイクル」は、家庭の協力を前提と

しているが、今の各家庭の実情を考えると、取組が難しい家庭も多いように思う。 

また、働き方改革の中でバランスを取りながら、教員が子どものやってきた宿

題をしっかりと確認し、次につながる指導をすることも大切だと思う。 

学校と家庭で連携し、家庭でできる内容や、家庭で機能するかの面を踏まえて、

「学びのサイクル」を改善する必要があると思う。 

 50 二分の一成人式については、色々な学校の取組を拝見させていただいたが、児

童が涙ながらに親に手紙を読み感動的な場面もあり、素晴らしい取組だと思う。 

 59 「週１アンケート」の実施については、アンケート実施後に、先生方がどのよ

うに取り扱うかが大事なので、いじめの早期発見・対応に繋げて欲しい。 

 66 学校の業務改善については、行政の評価と現場の教員の評価では違いがあると

思う。教員の働き方改革にどう繋げていくかが重要なポイントだと思う。 

 

 【基本方針を支える環境整備】 

 67～69 情報発信の充実ということでは、全体的にＣ評価が多くなっており、ホー

ムページなどの活用について、今後、評価を上げるためにどのような取組が必要

か、知恵を絞っていくことが必要だと思う。 

 69 学校行事のお知らせは、学校からメールが一斉送信され、とても分かりやすく

色々な情報が入ってくるので、非常に評価できる。 
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５ 今後の取組について 

新型コロナウイルス感染症対策のため、令和２年３月には全国で一斉に学校の臨

時休業措置が取られ、本市においても４月の新学期早々に、５月下旬までの再度の

臨時休業に入りました。市主催のイベント等も次々に中止又は縮小等になり、これ

までに経験をしたことがない事態に直面しました。 

本市においては、これまで当然のように行ってきた教育活動・学校行事の中止や

見直しを行う中、児童生徒の心身の健康を守ること、学びを止めないことを最優先

に考え、取り組んできたところです。 

社会全体が当感染症とともに生きていかなければならないという認識に立ち、今

後も安全・安心な学びの場を確保し、感染拡大防止と教育活動の両立ができるよう

に努めてまいります。 

令和３年度から「第２期柳井市教育振興基本計画」がスタートしました。教育目

標は引き続き、「愛、夢、志をはぐくむ教育～スクール・コミュニティによる教育の

まちづくりの推進」となっています。事務事業の取組を効率的・効果的に遂行する

ため、取組の点検・評価票の中の実績と成果を分析し、学識経験者の知見等を踏ま

え、課題の解決に努めてまいります。 
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「柳井市教育振興基本計画」の教育目標及び施策体系 

 

●教育目標 

 

●基本方針 
 愛  自分を愛し、人を愛し、郷土を愛する教育の推進 
     ～自己肯定感、他者肯定感、地域肯定感の育成～ 

夢  夢をはぐくむスクール・コミュニティづくりの推進 
～学校、家庭、地域の連携による人づくり、まちづくりの推進～ 

  志  志を実現させるための力の育成 
～「生きる力」の確実な育成を基盤としたキャリア教育の推進～ 

 

●具体的施策 
愛の１          愛の２        愛の３ 
人権教育の推進      生涯学習の推進    青少年の健全育成 

愛の４          愛の５ 
芸術・文化の振興     スポーツ・レクリエーション活動の振興 

愛の６          愛の７ 
歴史・伝統の継承と保護  郷土教材の開発と地域人材による郷土学習 

  
夢の１              夢の２ 
学校運営協議会の機能の強化    学校支援ボランティアのさらなる充実 

夢の３              夢の４ 
地域協育ネットの充実       幼保小中高連携の強化 

夢の５              夢の６ 
家庭教育充実のための支援の強化  放課後子ども教室の充実 
 

  志の１          志の２         志の３ 
「確かな学力」の育成     「豊かな心」の育成   「健やかな体」の育成 
志の４          志の５         志の６ 
キャリア教育の推進      特別支援教育の充実   生徒指導の充実 

志の７          志の８ 
幼児教育の充実          教職員の資質の向上 

 

基本方針を支える環境整備 

(１) 情報発信の充実 

(２) 安全で快適な学びの環境づくり 

(３) 図書、教材、教具の整備充実 
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個別の点検・評価の結果について 

施 策 名 NO 取 組 の 名 称 
経 費 

（千円） 
評価 担当課 

人権教育の

推進 

1 人権教育研修会の開催 ２１７ Ａ  

人権教育室 
2 

指導者の養成及び資質向上のための研

修会開催 
１００ Ｂ 

生涯学習の

推進 

3 学習情報の提供 １４ Ｂ 生涯学習・スポ

ーツ推進課 

4 

しらかべ学遊館との連携 ４，２２３ Ｂ 

蔵書の充実 ３，５０５ Ｂ 

図書館 
レファレンス・サービスの充実 ― Ｂ 

高齢者向け資料の充実 １４ Ｃ 

複合図書館の環境整備 ― ― 

5 
各種研修会への参加  ３ Ｂ  

 

 

生涯学習・スポ

ーツ推進課 

 

公民館各種教室・講座の開催 ２０１ ※Ｃ 

6 公民館まつり等の開催 ― ※Ｄ 

7 

講演会の実施 １９ Ａ 

公民館の建設 ８０，０２７ Ａ 

公民館の管理運営 １５，４７７ Ｂ 

社会教育（生涯学習）施設の活用及び

運営・管理 
６７４ Ｂ 

青少年の健

全育成 

8 街頭補導の実施 １，６２０ Ｂ 

9 
中・高生徒指導連絡協議会への参加 ― ※Ｄ 

成人祝賀式の開催 １１ ※Ｄ 

芸術・文化の

振興 

10 
美術展覧会及び生活芸術展覧会の開催 ２９１ ※Ｃ 

貸館事業の充実 ２４，７２４ Ｂ サンビームやない 

11 
柳井文化連盟の機能強化 ― ※Ｃ 

生涯学習・スポ

ーツ推進課 

自主文化事業の開催 ８７ Ｂ サンビームやない 

12 
施設の適正な管理運営 １１，３４１ Ｂ 

生涯学習・スポ

ーツ推進課 

施設の維持管理 ３，１８２ Ｃ サンビームやない 

スポーツ・レ

クリエーシ

ョン活動の

振興 

13 スポーツ活動への参加促進 ０ ※Ｄ  

生涯学習・スポ

ーツ推進課 

14 スポーツに関する競技水準の向上推進 １，７６４ ※Ｄ 

15 
スポーツを通じた青少年の健全育成及び

スポーツ指導者等の育成、活用及び連携 
― ※Ｄ 

16 地域交流及び情報発信の推進 ― ※Ｄ 

17 施設の整備及び利用の促進 ２４０，０３０ ※Ｃ 
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スポーツに関する功績者（個人・団体）

の顕彰 
― Ｂ 

弓道場の建設 ― ― 

歴史・伝統の

継承と保護 

18 

文化遺産の保全と活用 １，７９７ ※Ｃ  

文化財室 伝統的建造物群保存地区の保存事業 ― ― 

歴史・伝統関連施設の活用 １１，１９３ ※Ｃ 

埋蔵文化財保存調査事業の実施 ２４，５５４ Ａ 

19 活動の支援と後継者の育成 ― Ｂ 
生涯学習・スポ

ーツ推進課 

郷土教材の

開発と地域

人材による

郷土学習 

20 

地域の文化財や歴史的事象を生かした

教材開発 
２，４２６ Ａ 学校教育課 

文化財等の利活用 ― Ｃ 文化財室 

21 ゲストティーチャーによる授業 １０ Ｂ 学校教育課 

学校運営協

議会の機能

の強化 

22 
スクール・コミュニティだよりの発行 １０ Ｂ  

 

 

 

 

 

学校教育課 

 

学校運営協議会への支援 １，１５５ Ｂ 

23 

コミュニティ・スクール運営推進書の

作成 
― Ｂ 

地域に開かれた学校要覧の作成 ４５ Ｂ 

24 校内体制の整備 ─ Ｂ 

25 コミュニティ・ルームの活用 ─ ※Ｃ 

 

学校支援ボ

ランティア

のさらなる

充実 

26 学校応援団研修会の実施 １０ ※Ｃ 

27 
スクール・コミュニティだよりの発行

（再掲：№.22） 
１０ Ｂ 

28 新たな学校応援団登録者の募集 ２５７ Ａ 

29 
学校を単位としたボランティアの組織

化 
─ ― 

地域協育ネ

ットの充実 

30 地域協育ネット協議会への参加 ─ Ｂ 

31 
スクール・コミュニティだよりの発行

（再掲：№.22） 
１０ Ｂ 

幼保小中高

連携の強化 

32 幼保・小連携協議会の開催 ─ ※Ｃ 

33 小学校教員による幼児教育・保育体験 ─ ※Ｂ 

34 相互乗り入れ授業の実施 ─ Ｂ 

35 
校種間連携を推進するための各種協議

会の開催 
─ Ｂ 
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家庭の教育

力を高める

ための支援

の強化 

36 啓発活動による支援 ─ Ｂ 生涯学習・スポ

ーツ推進課 37 少年安全サポーターの活用 ─ ※Ｃ 

38 学びのサイクルの質的な向上 ─ Ｂ 学校教育課 

放課後子ど

も教室の充

実 

39 
しらかべ学遊館放課後子ども教室の開

催 
― ※Ｄ 

 

生涯学習・スポ

ーツ推進課 
40 

各学校における放課後子ども教室の開

催 
─ ※Ｃ 

「確かな学

力」の育成 

41 
年間授業時数の確保 ─ Ｂ  

 

 

 

 

学校教育課 

 

ジュニア数学オリンピックの開催 ─ ※Ｃ 

42 
学びのサイクルの質的な向上 

（再掲：№.38） 
─ Ｂ 

43 学校図書館の整備 ２，４１７ Ｂ 

44 学力向上担当を集めた研究集会の実施 ─ Ａ 

「豊かな心」

の育成 
45 体験活動の年間指導計画へに位置づけ ─ Ａ 

「健やかな

体」の育成 

46 体力・運動能力の向上 ─ ※Ｃ 

47 課題に即した学校保健活動 ６００ ※Ｃ 

48 
食に関する指導研修会の実施 ─ Ａ 

巡回訪問 ─ ※Ｃ 学校給食センター 

49 危険予測学習の実施 ─ Ａ  

 

 

 

学校教育課 

キャリア教

育の推進 

50 二分の一成人式、立志の集いの実施 ― Ａ 

51 キャリア・パスポートの活用 ８５ Ｂ 

特別支援教

育の充実 

52 情報連絡協議会の開催 ─ Ａ 

53 園・所への巡回訪問の実施 ─ Ａ 

54 校内コーディネーター研修会の開催 ─ ※Ｃ 

55 特別支援教育推進週間の実施 ─ Ａ 

生徒指導の

充実 

56 異年齢交流活動の実施 ─ ※Ｂ 

57 
スクールカウンセラーの配置・訪問支

援 
─ Ｂ 

58 スクールソーシャルワーカーの配置 ６００ Ａ 

59 「週１アンケート」の実施 ─ Ｂ 

60 生徒指導主任研究集会の開催 ─ Ｂ 
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幼児教育の

充実 

61 
幼保・小連携協議会の開催 

（再掲：№.32） 
─ ※Ｃ 

 

 

 

 

 

学校教育課 

62 
小学校教員による幼児教育・保育体験

（再掲：№.33） 
─ ※Ｂ 

教職員の資

質向上 

63 綱紀保持研修の実施 ─ Ａ 

64 人材育成の研修会開催 ６０ ※Ｂ 

65 

指導主事と教諭がテーマを決めた研修

会の開催 
─ Ａ 

教科「外国語科」の導入に向けた教員

の指導力向上 
─ Ｂ 

66 

業務改善対策会議の開催 ─ Ｂ 

コミュニティ・スクール運営推進書へ

の位置付け 
─ Ｂ 

情報発信の

充実 

67 
更新状況の確認 ─ Ｃ 教育総務課 

興味・関心のあるホームページの開設 ─ Ｂ 
学校教育課 

68 学校へのサポート ─ Ｂ 

69 
ＳＮＳ等を利用した情報発信の検討 ─ Ｃ 教育総務課 

学校行事等のお知らせ ─ Ａ 学校教育課 

安全で快適

な学びの環

境づくり 

70 
新たな柳井市立小中学校整備計画の策

定 
― Ｂ 

教育総務課 
71 

学校施設の耐震化 ３６８，４５９ Ａ 

学校施設の改修 １４０，３５０ Ａ 

図書、教材、

教具の整備

充実 

72 

学校図書館図書標準の向上 ５，２３８ Ｃ 

学校図書館の整備 

（再掲：№.43） 
２，４１７ Ｂ 

学校教育課 

73 
ＩＣＴ環境の整備 ２７６，２６１ Ａ  

教育総務課 
学校教材・備品の計画的な整備 ９，４２５ Ｂ 

※経費欄の「－」は、予算執行を伴わないソフト事業又は実績がない事業。 

評価欄の「－」は、一時的に事業が実施できなかった事業、事業が始まっておらず評価できな

い事業又は事業が終了し評価できない事業。 

 


